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独
居
老
人
の
見
守
り
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

高
齢
者
は
事
故
率
が
高
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
出
て
い
る
そ
う
だ
が
、芦
屋
市
に
は

自
動
車
免
許
の
自
主
的
な
返
納
を
促
す
た

め
の
制
度
が
あ
る
の
か
？

　

ま
た
、市
が
か
つ
て
高
齢
者
に
実
施
し

て
い
た
年
額
三
千
円
交
通
費
補
助
と
、阪

急
バ
ス
が
出
し
て
い
る
高
齢
者
向
パ
ス
と

を
選
択
制
に
し
た
ら
ど
う
か
。

�
�
�
�
�
�
�　
独
居
老
人
の
か
た
の
見

守
り
で
す
が
、
本
市
に
は
百
歳
以
上
を
迎

え
ら
れ
る
か
た
が
五
十
五
人
お
ら
れ
ま
す
。

う
ち
五
十
三
人
は
介
護
認
定
で
、
他
の
二

人
に
は
直
接
お
会
い
し
、
全
員
の
存
在
が

確
認
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
市
内
の

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
市
高
年
福

祉
課
が
協
力
し
あ
っ
て
、
地
元
の
民
生
委

員
さ
ん
等
か
ら
も
情
報
等
を
確
認
し
、
見

守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
十
月
一
日
号
広

報
紙
で
も
、
緊
急
の
お
願
い
と
い
う
こ
と

で
、
最
近
お
見
か
け
し
な
い
か
た
の
情
報

を
、
市
の
高
年
福
祉
課
や
芦
屋
警
察
署
へ

連
絡
い
た
だ
け
ば
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
バ
ス
運
賃
助
成
に
つ
い
て
で
す

が
、
平
成
十
五
年
か
ら
三
千
円
の
助
成
金

を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
十
年
四
月
か

ら
従
前
の
高
齢
者
バ
ス
の
運
賃
割
引
証
を

復
活
し
て
い
ま
す
。
阪
急
バ
ス
に
お
願
い

を
す
る
場
合
に
、
利
用
人
数
が
減
れ
ば
割

高
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
そ
の
当
時

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
免
許
の
自
主
的
な
返
納
に
関
し

て
で
す
が
、
運
転
経
歴
証
明
書
発
行
手
数

料（
千
円
）の
全
額
助
成
や
住
基
カ
ー
ド
の

無
料
発
行
等
の
助
成
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
飲
食
店
等
商
業
施
設
の
利
用
割
引

き
サ
ー
ビ
ス
等
の
特
典
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
典
を
設
け
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
経
済
的
効
果
の

向
上
が
期
待
で
き
る
の
で
、
検
討
し
て
も

よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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���　午前11時～午後８時　
���　市民センター西側道路
���　特設舞台イベント等／スト
　　　　リートパフォーマンスほか
　　　　※夕方から桜ライトアップ
���　商店街加盟店など、41店

�����������������������

　「さくらまつり写真コンクール」を開催し
ます。市内のさくらやさくらまつり会場風
景の写真を、次のとおり募集します。
���　カラー写真４ツ切り（ワイド・組み
写真は不可）またはデジカメプリントＡ４判
〈未発表作品・１人２点まで〉　������
４月５日～12日に、所定の応募用紙（応募作
品の裏面に貼付）に必要事項を記入し、持参・
郵送（〒659-8501　住所不要）で下記へ。
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　当日の運営・警備補助、清掃等を
お手伝いいただけるかたは下記へ。
＊当日も、本部で受け付けています。
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①
家
族
が
高
齢
で
、芦
屋
の

南
に
あ
る
病
院
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

薬
が
た
く
さ
ん
処
方
さ
れ
て
、そ
の
副
作

用
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。安

全
安
心
な
ま
ち
と
い
う
な
ら
、本
当
に
病

気
を
治
し
て
く
れ
る
よ
う
な
病
院
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

化
学
薬
剤
は
人
間
の
体
に
と
っ
て
毒
だ

と
思
う
し
、自
然
医
学
を
使
っ
た
医
療
を

芦
屋
病
院
で
も
取
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

　

芦
屋
病
院
で
は
患
者
が
増
え
た
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、患
者
は
減
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
で
す
か
？
む
し
ろ
、病
人
を

減
ら
す
取
り
組
み
こ
そ
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

②
芦
屋
病
院
の
患
者
が
増
え
る
こ
と
に
つ

い
て
、私
は

い
い
こ
と
だ

と
は
思
わ
な

い
の
で
す
。

病
人
を
減
ら

す
方
向
で
、

予
防
医
療
を

さ
ら
に
や
っ

た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

阪
神
間
横
並
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①
潮
見
小
学
校
南
側
に
保
育

園
を
作
る
の
で
す
か
。
あ
の
北
側
に
は
緑

保
育
所
が
あ
り
、
子
ど
も
の
送
迎
時
に
車

を
路
上
に
置
く
人
が
い
ま
す
。
潮
見
小
学

校
に
保
育
園
を
作
る
に
つ
い
て
、
そ
の
こ

と
を
十
分
考
え
て
決
定
さ
れ
た
の
で
す
か
。

②
公
立
小
学
校
の
学
習
園
に
民
間
保
育
所
、

民
間
委
託
で
の
保
育
所
を
誘
致
す
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
。
交
通
面
で
も
不
安
。
独
立

し
た
二
百
人
規
模
で
の
保
育
所
設
立
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。
潮
見
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
育
委
員
会
・
こ
ど
も
課

等
で
相
談
し
、
い
い
方
向
で
、
保
育
所
が

設
立
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�　
潮
見
小
学
校
の
中
の
保

育
所
で
す
が
、
こ
れ
は
教
育
委
員
会
管
理

部
と
保
健
福
祉
部
で
動
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
十
一
月
に
保
育
所
と
幼
稚
園
の

在
り
方
検
討
委
員
会
で
外
部
委
員
さ
ん
に

お
入
り
い
た
だ
き
検
討
協
議
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
今
年
の
七
月

に
出
て
い
ま
す
。
そ
の
報
告
書
の
中
に
、

幼
稚
園
は
人
数
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て

い
る
一
方
で
、
保
育
所
は
待
機
児
童
が
出

て
き
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
は

二
百
人
を
超
え
る
と
い
う
状
況
で
す
。

び
の
病
院
に
つ
い
て
は
疑
問
に
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、

最
終
的
に
は
人
間
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
、

患
者
さ
ん
の
そ
う
い
う
力
を
引
き
出
す
手

伝
い
を
す
る
よ
う
に
、
病
院
は
基
本
的
に

は
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

高
度
な
医
療
研
究
を
す
る
と
い
う
の
は

各
自
治
体
で
は
難
し
い
で
す
が
、
当
院
の

先
生
が
た
は
、
積
極
的
に
研
究
会
へ
も
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
芦
屋
病
院
は
、

九
万
五
千
人
と
い
う
本
市
の
市
域
に
合
っ

た
規
模
で
の
適
切
な
水
準
の
医
療
提
供
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
ガ
ン
を
発
見
し
、
で
き
る
だ

け
早
い
う
ち
に
治
療
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

日
々
精
進
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

薬
の
副
作
用
の
よ
う
な
問
題
も
相
談
に

来
て
い
た
だ
い
て
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
な
、
地
域
に
開
か
れ
た
病

院
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
、
悩
み

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
か
た
に
も
間
口
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
の
施
設
の
活
用
と
書
い

て
あ
り
、
教
育
委
員
会
と
の
協
議
の
中
で

最
終
的
に
出
て
き
た
の
が
潮
見
小
学
校
の

用
地
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
ま
だ
お
話
し
て
い
る
過
程
で
、
具
体
的

な
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

他
の
公
共
用
地
に
つ
い
て
も
、
協
議
し

て
い
ま
す
。
新
し
く
作
る
と
ま
た
ニ
ー
ズ

が
増
え
、
申
し
込
み
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
二
百
人
を
超
え
る
待

機
児
童
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
先
程
の
教

育
委
員
会
の
施
設
あ
る
い
は
市
の
施
設
を

利
用
し
て
、
解
決
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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���　４月８日～９月30日〈金曜日・全６回〉午前10時～11時30分　���　市民セ
ンター 401室　���　「秋山真之はアメリカで何を学んだか」「夏目漱石『こころ』の
先生は何故自殺したか」「戦後最大の闇『下山国鉄総裁、なぞの死』」ほか　���　城
郭・歴史研究家・菅原美文氏　���　80人　����　2,500円　

�������	���������	
���
����������	

���　４月９日～９月17日〈土曜日・全６回〉午後２時～３時30分　���　市民セ
ンター 401室　���　「日本の金融経済の行方」ほか　���　神戸大学大学院教授
・滝川好夫氏　���　100人　����　2,500円　

�������	��������	
��	
����

���　４月13日～９月14日〈水曜日・全６回〉午前10時45分～午後０時15分　���　
市民センター 301室　���　「『江姫』の時代と阪神地域①・②」「平城遷都のころに記
された阪神地域」ほか　���　園田学園女子大学名誉教授・田辺眞人氏　���　
60人　����　2,500円　

　������講座名・住所・氏名・電話番号を記入し、はがきかファクスで４月２日
　　　　　　（土）までに公民館へ。応募者多数のときは抽選（市内在住優先）。

�������	
��
���������

���　４月20日～３月14日（水）／〈必修・全36回〉午前10時～11時30分／〈選択・全15
回〉午後１時15分～２時45分　���　市民センター 401室ほか　���　〈必修〉時
事問題・法律・音楽・科学・文芸等／〈選択〉①うるおいコース…日本の歴史再考②ゆっ
たりコース…関西の文化・魅力再発見　���　市内在住の満60歳以上のかた・110人
（①②各55人）　����　年額21,000円（教材費含む・交通費等別）　�����　は
がきまたはファクスに、希望コース・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・年齢・生年月日・
性別を記入し、３月31日（木）＜消印有効＞までに上記「芦屋川カレッジ」係へ

�������	
��������	
��

���　４月20日～２月15日（水）〈全９回〉午後１時15分～２時45分　���　市民
センター 401室ほか　���　〈選択〉①うるおいコース…日本の歴史再考②ゆったり
コース…関西の文化・魅力再発見　���　カレッジを修了されたかた・100人（①②
各50人）　����　年額3,700円（教材費含む・交通費等別）　�����　はがきま
たはファクスに、希望コース・住所・氏名・電話番号・カレッジ修了期を記入し、３月31日
（木）＜消印有効＞までに上記「芦屋川カレッジ聴講生」係へ

�������	
���������	
��

���　４月18日～３月19日（月）〈全12回〉午前10時～11時30分　���　市民セン
ター 401室ほか　������　伝統芸能をひも解く　���　カレッジを修了され
たかた・100人　����　年額5,500円（教材費含む・交通費等別）　�����　はが
きまたはファクスに、住所・氏名・電話番号・カレッジ修了期を記入し、３月31日（木）＜消
印有効＞までに上記「芦屋川カレッジ大学院」係へ

�������	
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�������	
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�����������������

���　第１展示室　����　一般300円・大高生200円・中学生以下無料　

�������	
�����������	
��
������

���　講義室　���　先着50人　����　500円（歌集代1,000円別）

�������	
���
�������

���������������������

���　①午後１時～②午後２時～　���　ルナ・ホー
ル＜全席自由＞　���　①笛で遊ぼう！②本公演　�
��　一般1,200円〈②のみ1,000円〉・小学生以下700円〈②
のみ500円〉　�����　天野（�34-2540）・小杉（�38-
1879）＊３歳以下のかたの入場はご遠慮ください。

� � � � � � � 	 �����

���　午後６時～　���　ルナ・ホール＜全席自由＞
���　①皆が知ってる日本のおとぎ話②皆の住んでる
芦屋の昔ばなし　���　中学生以上1,000円　����
����　アクトアカデミー芦屋ＡＡＡ（�23-3106）

���������������������

�������	������������
�������	
��
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　「帰りが少しでも遅くなると、彼は玄関で仁王立ちになり、２時間怒鳴り続ける
のです。子どもが泣く中、何度謝ってもお構いなしでした。何をしても女として妻
として失格で、いかに値打ちのない人間であるかと罵（ののし）ることは日常茶飯事
でした。」
　彼女は、夫の優しいところを知っているだけに、夫をいらだたせる自分が悪く、
夫の機嫌を損ねないために自分が我慢すべきだと考えていました。この女性が別
居に踏み切ったきっかけは、２歳の子どもが食べ残したおかずを夫が子どもの口に
無理やり押し込み、子どもが殺されるかもと思ったことでした。彼女は「夫のこと
で悩んでいませんか」というポスターを見て、相談してよいこと、自分が悪いわけ
ではないこと、夫と妻は平等であることを知るきっかけをつかみました。その後、
別居先を探しだし執拗に復縁を迫られるなどがありましたが、調停を経て離婚が成
立し、第２の人生のスタートを切りました。
　しかし、彼女の失ったものの１つは仕事です。追跡から逃れるため身を隠さざる
を得ず出勤できなくなりました。その結果収入も失いました。友人も失いました。
彼女が友人に連絡すると、夫はその友人に嫌がらせをするため、彼女から友人への
連絡を避けることで自ら友人を遠ざける結果となりました。夫からの数年にわた
る暴力による影響としてうつ病を発症し、健康も損ないました。子どもは髪の毛を
引きぬく自傷行為をし、時に夜驚症がみられ、彼女自身も眠れない日々が続いたと
いいます。
　彼女が受けてきたのはドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）です。ＤＶとは親密
な関係にある人（配偶者や恋人）がもつ力（パワー）によって相手を支配することを
いいます。それには、殴るなどの暴力だけでな
く、この女性のように心理的な暴力もあります。
ＤＶ被害者は自分がＤＶを受けていることに気
づきにくいため、まずは周りからの啓発が必要
です。また、次の世代にＤＶを残さないために、
中高生の時期からＤＶ防止教育が始まろうとし
ています。でも、まずは大人たちが男女平等で
ある後ろ姿を示すことから始めたいものです。

　
「
芦
屋
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
対
策
基
本

計
画
」（
案
）に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
か
た
か
ら

次
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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『
基
本
目
標
１
』と『
基
本
目
標
２
』の
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
に
つ
い
て
、保

護
命
令
申
立
て
時
の
対
応
が
、情
報
提
供
や
助

言
に
と
ど
ま
り
、裁
判
所
提
出
書
類
の
作
成
な

ど
、配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
に

つ
い
て
読
み
取
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
記
載
を
明
確

に
し
て
ほ
し
い
。
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ご
意
見
を
踏
ま
え
、『
基
本
目
標
２（
２
）②
』

の「
保
護
命
令
申
立
て
時
の
支
援
」の
本
文
中
に
、

「
裁
判
所
等
提
出
書
類
の
作
成
・
助
言
」を
追
記

し
、ま
た『
基
本
目
標
１
』の
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
用
語
解
説
の
項
に
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
、法
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
補
足
し
ま
し
た
。
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���　３月24日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　ドストエフ
スキー作「罪と罰」　���　16人　����　2,300円　�����　上記へ
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���　４月９日（土）午後２時～４時　���　講義室　���　俳句協会会員・倉橋
みどり氏　���　初心者16人　����　1,000円　�����　上記へ

��������������	
��
������������

���　４月13日（水）午後２時～３時30分　���　元読売新聞大阪本社校閲部長・
篠原嘉彦氏　���　初心者16人　����　1,000円　�����　上記へ
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���　４月７日（木）
午後２時～３時30分
���　ルナ・ホール
���　「法然上人の
生涯と美術」京都国立
博物館列品管理室長・
若杉準治氏　���

���　３月26日～５月８日〈京都国立博物館〉
�����　３月24日（木）までに公民館へ
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���　４月17日（日）午前10
時30分～正午　���　ル
ナ・ホール　���　「人間の
ような神々、神々のような人
間」国立西洋美術館館長・青柳
正規氏　�����３月12日
～６月12日〈神戸市立博物館〉
������４月２日（土）ま
でに公民館へ　
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